
収入と支出のことを市の財政では「歳入・歳出」と呼びます。より良い地域社会を実現するため、市民が納める税金などの
お金をあらかじめ使い道を決め計画的に役立てる、それが予算です。なかでも一般会計予算は最も金額が大きく、幅広い分
野を含んだものです。

主に個人や法人が納める市民税、土地や
家屋などに課税される固定資産税が２本
柱となっています。

歳 入

歳入総額
8,712億円

令和6年度 自主財源
5,425億円

62.3%

市税
3,854億円
44.3%

その他
18.0%

1,988億円
22.7%

その他

国・県
支出金

依存財源
3,287億円
37.7%

市債
642億円
7.4%

7.6%

一般会計は市の予算の中心 最も大きな「おさいふ」です2

市税

国や県から使い道を指定して
交付されます。

自主財源とは

依存財源とは

市が自主的に集めることの
できるお金。この割合が高
いほど自主的な運営がしや
すくなると考えられます。

市債とは
市の施設をつくるためなどの目
的で行う「市の借金」です。市債
は市民も買うことができます。
関連記事▶P11

国や県の考え方を反映させ、決まっ
た額を受け取るお金のことです。

国・県支出金

公共施設の使用料、宝くじの収
益金の一部及び寄附金などが
あります。　
寄附金について関連記事▶P9

その他

私のお金が社会の
ために活かされる
のですね！
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義務的経費はいわゆる
「固定費」と考えることが

できますね。

投資的経費とは
道路や学校の建設費など。国の補
助を受けて行うもの（補助事業）
と、市が単独で行うもの（単独事
業）、また、災害で壊れた道路など
をなおすために行うもの（災害復
旧事業）があります。

義務的経費とは
歳出のうち、必要となる見込み
の金額が決まっていて、支出が
義務付けられているため簡単
に削減できない経費のこと。職
員の給与などの人件費、生活保
護費などの扶助費及び市債の
償還（借金の返済）のために必
要な公債費から
なっています。

市民を社会全体で
支える経費

扶助費

職員の給与や
議員の報酬など

人件費

借金の返済など
関連記事▶P11

公債費

事業や団体への
補助金など

補助費等

光熱費や施設の
管理費など

物件費

市内の中小企業を支援する
ために貸すお金、他会計に
出すお金など

その他歳 出

歳出総額
8,712億円

令和6年度 4,788億円
54.9%

2,925億円
33.6%

999億円
11.5%

投資的経費

義務的経費
その他の経費

補助費等
1,118億円
12.8%

物件費
1,029億円
11.8%

その他
9.0% 扶助費

2,383億円
27.3%

人件費
1,645億円
18.9%

公債費
760億円
8.7%

補助事業費
347億円
4.0%

単独事業費
652億円
7.5%
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